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神楽太鼓を継承して
正月二日達谷窟毘沙門堂修

しゅ

正
しょう

會
え

鬼
おに

儺
ばら

會
え

にて初神楽奉納

子どものときは好きではなかった神楽。平泉に
戻って８年、今は使命感で達谷窟毘沙門神楽の
神楽太鼓をたたく照井久美さん。

平平泉泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ

平泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ３３

議会だより

表紙の紹介
　

国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
第
一
報
が
昨

年
の
１
月
に
あ
り
、
皆
さ
ん

の
生
活
も
一
変
し
て
し
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。
町
内
の
各

さ
ん
を
待
っ
て
い
た
の
は
神
楽
太
鼓
で

し
た
。
神
楽
太
鼓
は
練
習
す
れ
ば
だ
れ

で
も
叩
け
る
も
の
で
は
な
く
、
誰
か
が

叩
か
な
け
れ
ば
神
楽
は
踊
れ
な
い
。
や

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

久
美
さ
ん
を
始
め
、
毘
沙
門
神
楽
の

メ
ン
バ
ー
は
中
学
生
の

選
択
教
科
、
小
中
学
生
の

伝
承
芸
能
体
験
講
座
で
育

て
ら
れ
、
一
旦
神
楽
を
離

れ
て
も
、
大
人
に
な
っ

て
ま
た
神
楽
に
惹
か
れ
、

戻
っ
て
来
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

種
行
事
は
中
止
と
な
り
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な

り
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る

方
も
多
い
気
が
し
ま
す
。
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
知
人

と
交
わ
す
何
気
な
い
言
葉
に

も
支
え
合
い
の
大
切
さ
を
、

改
め
て
感
じ
る
事
が
で
き
る

神
楽
伝
承
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

　

伝
承
芸
能
と
し
て
の
神
楽
の
基
本
は
変

え
て
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
南
部
神
楽
は

大
衆
芸
能
と
し
て
伝
わ
り
、
楽
し
む
大
衆

が
あ
っ
て
こ
そ
の
芸
能
な
の
で
、
時
代
に

合
わ
せ
て
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
の

ほ
う
が
伝
わ
る
と
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
気
負
わ
ず
に
、
楽
し
み
な

が
ら
仲
間
と
続
け
て
い
き
た
い
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
時
に
お
じ
い
さ
ん

か
ら
、
段
ボ
ー
ル
箱
を
太
鼓
に

見
立
て
て
叩
き
方
を
教
わ
り
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
家
を
離
れ
、

平
泉
に
戻
っ
て
き
た
と
き
、
久
美

今今
だ
か
ら
わ
か
る

だ
か
ら
わ
か
る
神
楽
の
魅
力

神
楽
の
魅
力

平
泉
町
議
会

　
　

議　

長　

髙
橋　

拓
生

　
　

副
議
長　

升
沢　

博
子

　
　

議　

員　

千
葉　

勝
男

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

孝
悟

　
　
　
　
　
　

髙
橋　

伸
二

　
　
　
　
　
　

真
篭　

光
幸

　
　
　
　
　
　

三
枚
山
光
裕

　
　
　
　
　
　

阿
部　

圭
二

　
　
　
　
　
　

氷
室　

裕
史

　
　
　
　
　
　

猪
岡　

須
夫

　
　
　
　
　
　

稻
葉　
　

正

　
　
　
　
　
　

大
友　

仁
子

新
年
の
ご
挨
拶

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
今
ま
で
に
な
い

試
練
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
も

早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
終
息
し
、
こ
の
状
況
が
一
日
も
早

く
解
消
さ
れ
、
平
穏
な
日
々
が
戻
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を

守
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
暮
ら

し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
に
耳
を
傾

け
る
と
と
も
に
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
の
役
割
を

十
分
果
た
せ
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

氷
室
裕
史　 達谷窟西光寺御供所

町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。
議会だよりは再生紙を使用しています
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請願審査・意見書

賛成討論［阿部圭二議員］
　所得申告の仕方により中
小企業家族従業者の労賃が
認められず、控除の制限も
ある。家族従業者の人権保
障のためにも、この請願は
採択すべきである。

請願第４号　家族従業員の人権保障と「女性の活躍」を促
進するために「所得税法第56条の廃止を求める意見書」
の提出を求める請願
総務教民常任委員会審査の結果、不採択の報告を受け、本会議で審
議しました。

採決の結果　賛成少数で不採択となりました。

反対討論［真篭光幸議員］
　当町においては私立高校生徒への学費
補助制度により支援を行っている。また
国の制度改正により実質授業料無償化と
なっている。私立と公立の格差は解消し、
目的は達成されているので採択に反対する。

請願第３号　私学教育を充実・発展　させるための請願
私立高等学校生徒学費補助金交付の継続と　 私学助成金の充実を求め関係機関
に意見書の提出を求めるもの。

採決の結果　賛成多数で採択となりました。
●意見書の審議
発議第14号　 私学助成の充実を求める　意見書を可決し関係大臣に送付し

ました。

世
界
遺
産
10
周
年
、確
か
な
コ
ン
セ
プ
ト
を

平
泉
観
光
協
会
会
長
　
千 

葉
　
力 

男 

氏

　

会
員
に
対
す
る
会
費
補
助
や
家
賃

補
助
な
ど
町
か
ら
の
支
援
に
感
謝
し

産
直
出
荷
者
、
雪
で
ハ
ウ
ス
倒
壊
に
よ
る
打
撃

農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
平
泉
代
表

道
の
駅
平
泉
駅
長
　
佐
々
木 

　
正 

氏

　

米
価
の
下
落
と
水
害
に
よ
り
打
撃
を

受
け
た
水
稲
生
産
者
に
町
は
10
ア
ー
ル

当
た
り
４
０
０
０
円
の
補
助
で
支
援
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
畜
産
へ
の
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
が
、
支
援
に
よ
り

ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
。
道
の
駅
は
11
月

ま
で
は
収
益
が
92
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
回

復
し
た
が
12
月
か
ら
客
が
激
減
、
大
雪

に
よ
る
ハ
ウ
ス
倒
壊
が
追
い
打
ち
を
か

け
て
い
る
。
産
直
出
荷
者
へ
の
ハ
ウ
ス

再
建
へ
の
補
償
に
町
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。
農
業
事
業
者
は
観
光
商
工
事
業
者
に
比
べ
て
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

小
さ
い
と
思
う
が
、
道
の
駅
平
泉
は
交
通
の
要
衝
で
も
あ
る
の
で
、
平
泉

の
農
産
物
振
興
の
た
め
に
も
が
ん
ば
り
た
い
。

て
い
る
。
た
だ
こ
こ
に
き
て
国
の
施

策
の
転
換
、
観
光
の
閑
散
期
に
入
り
、

観
光
事
業
者
が
経
営
を
維
持
で
き
る

か
心
配
し
て
い
る
。
運
転
資
金
、
経

営
維
持
の
た
め
の
助
成
が
あ
る
と
あ

り
が
た
い
。

　

昨
年
７
月
に
当
協
会
と
商
工
会
、

議
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
、
各
々
の

役
割
に
理
解
を
深
め
た
こ
と
は
よ

か
っ
た
。
今
年
、
世
界
遺
産
登
録
10

周
年
を
迎
え
る
。
事
業
計
画
に
は
何

を
や
り
た
い
の
か
、
何
の
た
め
に
や

る
の
か
を
明
確
に
し
た
コ
ン
セ
プ
ト

を
基
に
、「
東
北
の
聖
地
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
平
泉
」
と
し
て
の
記
念
事
業

を
行
う
べ
き
だ
と
思
う
。

賛成討論［三枚山光裕議員］
　青色申告は誰でもできる簡易
簿記ではなく、煩雑なので白色
申告を行っている事業者、農業
者が多い。白色申告も青色申告
と同様の控除を受けられるのは
当然である。

観光・商工・農業分野の支援 へ、各代表に聞く
平泉町は令和２年４月以降、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として　８度にわたる補正予算により各方面を支援してきました。

令和３年の新しい年を迎え、議会は改めて現場の声を聞き、　支援の方法を考えていきます。

コロナ対策コロナ対策にに33億億77000 　000 　余の余の補正補正でで対応対応万
円
万
円
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令和２年度各会計補正予算
会　　　計 補正額 補正後予算額

一般会計

7号 4852万円

64億1440万円
8号 4796万円

9号 4000万円

10号 6695万円

健康福祉交流館特別会計 51万円 7636万円

駐 車 場
特別会計

2号 △75万円
4670万円

3号 △10万円

下 水 道
事業会計

収益的支出 30万円 3億409万円

資本的収入 306万円 1億7447万円

水 道
事業会計

収益的支出 22万円 2億7940万円

資本的収入 △14万円 2億6843万円

※単位未満を四捨五入しています。

請願審査・意見書

賛成討論［三枚山光裕議員］
　私学の授業料無償化は親の所
得制限がある。コロナ禍の中、
親の減収により経済的不安も増
しており、さらなる支援が必要
である。

請願第３号　私学教育を充実・発展　させるための請願
私立高等学校生徒学費補助金交付の継続と　 私学助成金の充実を求め関係機関
に意見書の提出を求めるもの。

採決の結果　賛成多数で採択となりました。
●意見書の審議
発議第14号　 私学助成の充実を求める　意見書を可決し関係大臣に送付し

ました。

世
界
遺
産
10
周
年「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」発
行
を

平
泉
商
工
会
会
長
　
高 

橋
　
幸 

喜 

氏

　
当
会
は
地
域
と
地
域
商
工
業
発
展
に
向
け
た
支
援
機
能
強
化
、
地
域
経

済
の
活
性
化
の
た
め
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
度
、
商
工
業
振
興
対

策
の
拡
充
・
強
化
に
つ
い
て
、
平
泉
町
、
並
び
に
平
泉
町
議
会
に
以
下
の

よ
う
な
要
望
を
行
っ
た
。

●
令
和
３
年
度
運
営
費
補
助
金
の
拡
充
・

強
化　

●
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
、
ａ
ｆ
ｔ
ｅ
ｒ

コ
ロ
ナ
に
対
応
す
る
た
め
の
設
備
投
資

へ
の
支
援　

●
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
事
業
の
継
続　

●
経
営
革
新
計
画

に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
支
援　

●
世
界

遺
産
登
録
10
周
年
記
念
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
な
ど

　

総
合
経
済
団
体
の
商
工
会
の
役
割
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
も
ご
支
援
を

い
た
だ
き
た
い
。

世
界
遺
産
10
周
年
、確
か
な
コ
ン
セ
プ
ト
を

平
泉
観
光
協
会
会
長
　
千 

葉
　
力 

男 

氏

　

会
員
に
対
す
る
会
費
補
助
や
家
賃

補
助
な
ど
町
か
ら
の
支
援
に
感
謝
し

12月会議は条例審議の
他、「新型コロナウイルス
感染症対応地方創生臨時
交付金」による補正予算
が主な議題となりました。
また、議会費の旅費、研
修費180万円余をコロナ
対策に充てるよう当局に
申し入れました。

一般会計補正予算
質疑の主な内容

問事業者への支援策
と商工会のアン

ケート調査結果は。

観光商工
課 長

飲食業事業者
への支援とし

て、平泉の飲食業の魅力
を紹介する「まちたべ
ポータルサイト」、宿泊客
に抽選で平泉の特産品を
贈る「まちはくコラボ特
産品PR事業」を行う。
アンケート調査結果につ
いては、事業継続が困難
な事業者が多いことから、
今後も継続して支援して
いく。

　
議
会
定
例
会
12
月
会
議
は
、
10
日
か
ら
17
日
ま
で
８
日
間
の
会
期
で
開
催

し
、
町
提
出
の
９
議
案
、
議
員
提
出
の
１
議
案
を
慎
重
審
議
し
た
結
果
、

全
て
可
決
し
ま
し
た
。観光・商工・農業分野の支援 へ、各代表に聞く

平泉町は令和２年４月以降、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として　８度にわたる補正予算により各方面を支援してきました。
令和３年の新しい年を迎え、議会は改めて現場の声を聞き、　支援の方法を考えていきます。

定
例
会
12
月
会
議

コロナ対策コロナ対策にに33億億77000 　000 　余の余の補正補正でで対応対応万
円
万
円
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未整備の道路、住民の願いに町は動くか
生活道路の整備状況（９月会議）
【調査事項】
　①町道認定されていない道路
　②未舗装の町道
【調査の目的】
　 町内の未整備生活道路について、住民要望の重要性、
災害時を想定した緊急性も含め調査、検討するため。

【調査方法】
　 現地調査の実施、担当課からの説明に基づき審査を
行う。

【調査期間】
　令和２年９月会議から令和４年３月会議までの概ね
２年間。
【現地調査】
　①町道大平線及び町道大佐３号線
　②町道認定されていない道路、未舗装の町道
　担当課長の説明により、現地調査を行った。

生活道路の整備状況（12月会議）
①町道大佐３号線
【事業区間】
　樋の沢大佐線と合わせて改良する計画である。

【概算延長】630ｍ
　 事業期間は未定であるが、総合計画実施計画により、
実施予定である。

②町道大平線
　土地所有者の確定作業を進めていく。
　⎛・所有者不明土地及び長期相談登記未了土地に ⎞
　｜　ついて法務局に調査票を提出 ｜
　｜・用地登記簿確認調査 ｜
　⎝・情報収集等 ⎠

【調査事項】
　 高齢者支援対策（特にも買い物支援の取り組み）
【調査の目的】
　 町内の高齢化率は上昇の一途をたどり、今後の高齢者
の買い物支援について対策を講じる必要があるため。

【調査方法】
　 当町の現状把握は担当課からの説明に基づき行う。
また高齢者の買い物支援に対する先進的な取り組み
を行っている自治体への研修と有識者を招いての研修
を行う。

【調査期間】
　 令和２年９月会議から令和４年３月会議までの概ね
２年間。

【調査内容】（９月会議・12月会議）
　 買い物支援サービスの在り方について各委員で資料
を持ち寄り、他自治体における買い物支援を調査し
た。その中で高齢者の買い物支援サービスにおける

デマンド型乗り合いタクシーの運行、行政がサービ
スを提供する形の買い物支援、また地域における共
同販売にも言及した。

産 業 建 設
常任委員会

高齢者の買い物に、支援の手を総務教 民
常任委員会

630ｍ

樋の沢大佐線（樋の沢大佐線、大佐３号線）

常任委員会活動報告
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会期の決定　令和3年1月5日～ 12月27日 (357日間）

議案第１号  大きく膨らむ除雪費
　令和3年3月までの除雪委託料6000万円、除雪の消耗品費等
383万円及び家賃支援給付金308万3000円を追加。

Ｑ除雪が遅れた原因は。
Ａ雪の量が多く低温が続いた。早い段階から対応していく。

Ｑ雪で家から出られない高齢者への対応は。
Ａ 高齢者や障害者へは、区長や民生委員などの調査内容に応じ
て対応しながら見回りもする。

全員賛成可　決

全員賛成可　決

全員賛成可　決

全員賛成可　決

議案第53号 　

中小企業の経営継続のために利子補給中小企業の経営継続のために利子補給
令和7年まで基金の積み立て969万円。最長で7年間利子補給をする。
　国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した融資利子補給事業について、事業
期間が5年間に渡ることから同交付金を基金に積み立て、事業を実施するための基金設置。

議案第54号 　

新型コロナウイルス関連経費補正新型コロナウイルス関連経費補正
初詣等の受入れ体制整備に614万円。協議の進め方は。
今後、関係団体と協議し、対応に万全を期す。

 新型コロナウイルスの感染症防止リフォーム支援内容は。
 100人以上雇用している事業所を対象に、1件につき100万
円を上限として3分の2の補助。500万円の補正。

● 新型コロナウイルス感染症予防拠点に1411万円
　・相談窓口の設置１室
　・感染症対策備品の格納庫

１室
　・木造平屋37.67㎡を予定

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

発議第13号 　

議員の期末手当削減議員の期末手当削減
　現在の年額支給額3.4月分から
0.05月分を削減。削減合計額は
13万円です。

全員賛成可　決

議案第51号、52号 　

特別職・
一般職の手当削減
国の人事院勧告の改定等に準じ
・ 特別職は期末手当を0.05月分
の削減
・ 一般職は勤勉手当の年額の支給
額を0.05か月分削減

駅前付近

建設予定地

職務代理者からの議案提案

新型コロナ対応交付金で融資利子補給
～交付金を基金にして経営安定～

定例会

11月　会議
　11月25日に11月会議が開催されました。町長、副町長が新型コロナウイルス感染症に係る濃厚接触者
となったことに伴い、職務代理者の総務課長から4件の議案が提案されました。また、議員から期末手当
削減の条例改正が提案され、提出議案5件は全会一致で可決されました。

定例会

１月　
会議
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●大 友 仁 子 議員…Ｐ８
①  予防接種
②  乳がん検診等

●升 沢 博 子 議員…Ｐ9
①  子育て支援施策

●猪 岡 須 夫 議員…Ｐ10
①  次期総合計画策定
②  福祉行政

●真 篭 光 幸 議員…Ｐ11
①  トイレの洋式化と感染症対策
②  買い物弱者支援対策

●阿 部 圭 二 議員…Ｐ12
①  「新型コロナウイルス感染症」による影響への対策
②  住宅政策

●三枚山光裕 議員…Ｐ13
①  新型コロナウイルス感染症への対策
②  農業の振興
③  文化財調査員等の経験の継承

議会のコロナ対策マニュアルを作成しました
　新型コロナウイルスの感染が全国的に拡大の中、町民の行政サービスと議会機能を維持することを最優先
に考え、議員または議会として対応マニュアルに基づき行動・運営する。
　コロナ禍での行動や議会運営について議員の対応、会議の運営、会議室における感染拡大防止対策等、
感染者の人権に対する配慮などの主な項目

　　・不要不急の外出を自粛する。

　　・登庁の前は検温を行い、感染対策を徹底する。

　　・健康状態、行動歴を記録する。

　　・飲食を伴う会合は当分の間、行わない。

　　・発熱等の風邪の症状が見られる場合は登庁しない。

　　・ 議員が万が一感染した場合には、年代、性別、保健所から認定を受けた日、現在の状態を公表する。議長、
副議長にあっては氏名も公表する。

　　・ 全ての会議において、感染拡大防止対策を行った上で開催する。議案等に直接影響を及ぼさない場合
は議長及び委員長の判断により、開催を延期または中止することができる。

　　・本会議が開催できず、かつ当局側と採決日の変更等の調整ができない場合は、専決処分を認める。

　　・仮議長は、臨時議長の指名推せんとする。（議長、副議長に事故ある場合）

　　・議会の会議の出席者は、マスクを着用する。また、発言時も同様とする。

®わんこきょうだい

　一般質問は、議員が執行機関である町長などに対し、事業の状況や将来の方針などの諸問題に
ついて問うものです。平泉町では一人60分以内の制限時間で質問を行います。
　　※掲載している内容は、質問者自身が要約し広報委員が校正したものです。
　　※全文は、議会ホームページでご覧いただけます。

一般質問で
町の考えを問うここここがが聞聞きたい！きたい！ここここがが聞聞きたい！きたい！
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議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。

※採決に議長は参加していません。

　 　 　 　 　 賛 否 の あ っ た 議 題 （賛成：〇、反対：×）

議員名

議　案

大
友
　
仁
子

稻
葉
　
　
正

猪
岡
　
須
夫

氷
室
　
裕
史

阿
部
　
圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭
　
光
幸

髙
橋
　
伸
二

佐
藤
　
孝
悟

千
葉
　
勝
男

升
沢
　
博
子

髙
橋
　
拓
生

賛

成

反

対

採
決
結
果

議案第60号　健康福祉交流館特別会計補正予算（第2号） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可 決
議案第61号　町営駐車場特別会計補正予算（第2号） 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 10 1 可 決
請願第 3号　私学教育を充実・発展させるための請願 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 8 3 採 択
請願第 4号　 家族従業者の人権保障と「女性の活躍」を促進

するために、「所得税法第56条の廃止を求める
意見書」の提出を求める請願

× 〇 × × 〇 〇 × 〇 × × × － 4 7 不採択

発議第14号　私学助成の充実を求める意見書 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 8 3 可 決

令和３年議会定例会３月会議
のお知らせ

３月８日（月）～17日（水）
開催予定

※本会議はインターネットで
　生中継しています。

モニター傍聴をはじめました
　議会では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、議場
の傍聴席の数を減らしモニター傍聴をはじめました。
　小さいお子さんをお連れの方や、議場がバリアフリーとなっ
ていないため傍聴でき
なかった方も別室でラ
イブ中継を見ることが
できます。お気軽にお
出かけください。

10月から12月まで議長交際
費の支出はありませんでした。

※詳細はＨＰをご覧ください。

議会定例会11月会議（11月25日）
議案番号 議案及び内容 関連ページ
　条例の一部改正

第51号
平泉町特別職の職員の給与並びに旅費及び
費用弁償に関する条例
（期末手当を0.05月分減額するための改正）

4

第52号 平泉町一般職の職員の給与に関する条例
（勤勉手当を0.05月分減額するための改正） 4

　条例の制定

第53号
平泉町新型コロナウイルス感染症対策利子
補給基金条例（中小企業者に対する融資利
子補給事業に係る基金設置）

4

　令和2年度補正予算

第54号 一般会計補正予算（第7号）（新型コロナウイ
ルス感染症対策費用4852万4000円を追加） 4

　議員提案

発議13号
平泉町議会の議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例
（期末手当を0.05月分減額するための改正）

4

議会定例会12月会議（12月10日～ 17日）
議案番号 議案及び内容 関連ページ
　条例の一部改正

第55号
平泉町町税条例（地方税法の改正に伴い国
民健康保険税の負担水準に不利益が生じな
いようにするための改正）

第56号
平泉町手数料条例
（個人番号の通知カードが廃止されたこと
に伴う改正）

第57号 平泉文化遺産センター設置条例…議案撤回

第58号 平泉町後期高齢者医療に関する条例
（地方税法改正に伴うもの）

　令和2年度補正予算

第59号
一般会計補正予算（第8号）
（新型コロナウイルス感染症対策費用8719
万円や職員の時間外手当803万円、下水道
事業への補助金279万円などを追加）

2

第60号 健康福祉交流館特別会計補正予算（第2号）
（新型コロナウイルス感染症対策費用の増額） 2

第61号 町営駐車場特別会計補正予算（第2号）
（駐車場使用料75万円の減額など） 2

第62号
下水道事業会計補正予算（第2号）
（収益的費用30万円の追加及び資本的収入
306万円の追加）

2

第63号
水道事業会計補正予算（第2号）
（収益的費用22万円の追加及び資本的収入
14万円の減額）

2

　人事【同意】

第 6 号
監査委員の任命同意
（鈴木清三氏：任期　令和3年2月8日～令
和7年2月7日）再任

議会定例会１月会議（１月５日）
議案番号 議案及び内容 関連ページ
会期の決定　令和3年1月5日～ 12月27日（357日）

報告1号 一般会計補正予算（第9号）の専決処分報告
（除雪費用4000万円追加） 2

第 1 号 一般会計補正予算（第10号）（除雪費用
6383万円、家賃支援補助308万円を追加） 2・4

第 2 号
町営駐車場特別会計補正予算（第3号）
（除雪費用98万円追加、一般会計繰出金
108万円減額）

2

※議案第 57号は、改正内容を精査する必要があるため、17日に撤回されました。
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一　般　質　問

問
　
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

子
育
て
に
関
わ
る
多
様
な
機

関
が
連
携
し
て
包
括
的
に
支

援
す
る
と
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
支
援
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

乳
幼
児
期

か
ら
の
関
係

性
、連
続
性
が
重
要
で
あ
り
、

母
子
保
健
事
業
だ
け
で
な

く
、
児
童
生
徒
、
思
春
期
の

子
ど
も
に
つ
い
て
も
相
談
を

受
け
、
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ

よ
う
に
し
た
い
。

問
　
期
待
さ
れ
る
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
就

学
前
ま
で
の
母
子
保
健
型
の

み
な
ら
ず
、
就
学
後
も
一
体

的
な
相
談
支
援
体
制
に
す
る

べ
き
で
は
。

教
育
長
　

支
援
対
象
は
就

学
前
の
子
ど
も
と

の
立
場
で
は
あ
る
が
、
小
さ

い
時
か
ら
の
子
ど
も
の
育
ち

に
つ
い
て
保
護
者
の
支
援
を

充
実
す
る
べ
き
と
議

論
し
て
き
た
。
就
学

後
に
ど
う
引
き
継
ぐ

か
を
大
切
に
し
た
い
。

問
　
子
ど
も
に

関
わ
る
相
談

支
援
体
制
の
一
元
化

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町

長
　

新
た
に

設
置
の
子

育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
、
正
に

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
全

て
を
つ
な
ぐ
機
関
と
な
る
。

問
　
セ
ン
タ
ー
設
置
に

当
た
り
包
括
的
な
支

援
に
当
た
る
専
門
職
（
保
健

師
等
）
の
確
保
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
募

集
を
出
し
て
い
る
。

が
で
き
る
施
設
で
あ
る
。

問
　
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

に
伴
い
、こ
の
施
設
も
子
育
て

支
援
の
拠
点
に
な
る
の
で
は
。

教
育
長
　

既
存
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
な
が

ら
、
施
設
を
ど
う
生
か
し
て

い
く
か
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
若
い
親
た
ち
の
相
談
に

当
た
る
家
庭
相
談
員
の
配
置

も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

子
ど
も
を
取
り
ま
く

環
境
も
変
化
し
て
い
る
と

問
　
新
社
会
教
育
施
設

の
子
育
て
支
援
の
機

能
は
。

教
育
長
　

お
話
室
、
交
流

室
、
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
、
相
談
室
、
授
乳
室

を
配
置
、
子
育
て
に
関
す
る

講
座
や
遊
び
場
の
提
供
、
子

育
て
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど

危
惧
さ
れ
る
が
、
当
町
の
児

童
虐
待
相
談
件
数
は
。

町

長
　

昨
年
度
は
３
件
、

今
年
度
は
12
月
ま

で
に
10
件
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い

る
の
か
。

町
民
福
祉

課

長
　

児
童
福
祉
、

保
健
医
療
、
教

育
、
警
察
、
司
法
、
人
権
擁

護
の
関
係
機
関
か
ら
な
る
平

泉
町
子
ど
も
す
こ
や
か
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
置
し
、

実
務
者
会
議
で
情
報
交
換
を

行
い
ケ
ー
ス
会
議
で
個
別
の

支
援
方
法
を
協
議
し
て
い
る
。

升 沢 博 子 議員

改修された保健センターのカウンター

平泉幼稚園、年々入園児が少なくなっています。

よその子、うちの子一緒に
育てていた時代が懐かしい。
私たち、おせっかいばあちゃ
んの出番かな？

議員の
ひとりごと

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

答
母
子
保
健
と
子
育
て
両
面
の
支
援
機
関
に

新社会教育施設を子育ての拠点に
答指定管理者のソフト面に期待
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
肺
炎
は
高
齢
に
な

る
ほ
ど
重
症
化
し
や

す
く
、
高
齢
化
に
伴
い
年
々

死
亡
者
数
が
増
加
し
て
い

る
。
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
を
受
け
や
す
い
環
境
の

整
備
に
対
す
る
当
町
の
更
な

る
取
り
組
み
は
。

町

長
　

高
齢
者
肺
炎
球

菌
の
感
染
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
に
65
歳
か
ら

１
０
０
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み

の
方
、
60
歳
か
ら
64
歳
の
方

で
心
臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸

器
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
な

ど
を
対
象
と
し
、
４
０
０
０

円
を
上
限
に
公
費
負
担
を
し

て
い
る
。

問
　
平
成
30
年
度
保
健

活
動
の
概
要
を
見
る

と
接
種
率
が
29
年
度
は
26

パ
ー
セ
ン
ト
、
30
年
度
は
23

パ
ー
セ
ン
ト
と
か
な
り
接
種

率
が
低
い
。
65
歳
に
な
っ
た

方
へ
の
通
知
は
一
度
だ
け
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

65
歳
で
受

け
な
い
場
合

は
70
歳
で
通
知
し
70
歳
で
受

け
な
い
場
合
は
75
歳
と
５
歳

刻
み
に
通
知
を
し
て
い
る
。

町

長
　

平
成
29
年
度

35
・
２
パ
ー
セ
ン

ト
、
平
成
30
年
度
40
・
５

パ
ー
セ
ン
ト
、
令
和
元
年
度

43
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
乳
房

超
音
波
検
査
は
30
歳
か
ら
39

歳
の
女
性
を
対
象
に
平
成
29

年
度
28
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
、

平
成
30
年
度
24
・
３
パ
ー
セ

問
　
毎
年
10
月
は
乳
が

ん
撲
滅
を
目
指
し
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
啓
発

す
る
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
で

あ
る
。
日
本
人
女
性
の
９
人

に
１
人
が
乳
が
ん
に
罹
患

す
る
と
い
わ
れ
る
。
乳
が
ん

検
診
等
の
受
診
率
の
動
向
を

伺
う
。

ン
ト
、
令
和
元
年
度
34
・
９

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。
受
診
率
向
上
対
策
と
し

て
、
30
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

５
歳
刻
み
年
齢
の
方
に
、
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行

し
て
い
る
。

問
　
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

で
も
発
見
で
き
る
唯

一
の
が
ん
が
乳
が
ん
で
あ

る
。
乳
が
ん
の
自
己
検
診
、

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め

の
グ
ロ
ー
ブ
配
布
の
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

町

長
　

定
期
的
な
自
己

触
診
に
つ
い
て
住

民
に
周
知
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
現
段
階
で
は
乳
が
ん

グ
ロ
ー
ブ
の
配
布
は
考
え
て

い
な
い
。

問
　
乳
が
ん
グ
ロ
ー
ブ

の
存
在
だ
け
で
も
周

知
し
て
ほ
し
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

乳
が
ん
グ

ロ
ー
ブ
の
存

在
を
周
知
し
な
が
ら
、
住
民

の
皆
様
に
定
期
的
な
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
更
に

周
知
し
て
い
く
。

大 友 仁 子 議員

ＧＯＴＯ検診

がん検診を受けない理由、健康に自信
があるからが25％。後悔先に立たずと
戒めて積極的に検診を受けましょう。

議員の
ひとりごと

乳
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
と
向
上
対
策
は

答
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
て
い
る

高齢者肺炎球菌予防接種の取り組みは
答今後も現在の取り組みを継続

※乳がんグローブとは… 装着すると手指の感覚が高まり、しこりなど異変に気付きやすくなる。
乳房自己検診グローブ。 8議会だより   第170号



一　般　質　問

問
　
世
界
遺
産
の
町
と

し
て
、
多
数
の
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
町
営
駐
車

場
ト
イ
レ
の
完
全
洋
式
化

と
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
化
の

早
期
整
備
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町

長
　

当
町
を
訪
れ
る

観
光
客
は
、
比
較

的
年
齢
が
高
い
た
め
、
和
式

も
必
要
で
あ
る
。
も
う
少
し

状
況
を
見
て
判
断
し
た
い
。

問
　
中
尊
寺
第
１
に
６

器
、
毛
越
寺
に
６
器

の
和
式
便
器
を
洋
式

化
す
る
計
画
年
度
は
。

観
光
商
工

課

長
　

毛
越

寺
駐
車

場
の
ト
イ
レ
は
、今
年

度
改
修
予
定
で
あ
っ

た
が
、
駐
車
場
利
用

者
が
少
な
く
次
年
度

に
先
延
ば
し
に
し
た
。

中
尊
寺
に
関
し
て
は

現
在
計
画
は
な
い
。

問
　
町
内
の
公
共
施
設

の
ト
イ
レ
も
洋
式
化

が
遅
れ
て
い
る
。

　
長
島
球
場
は
洋
式
が
ゼ
ロ

で
３
器
の
便
器
し
か
な
い
。

女
性
が
使
い
易
く
す
る
た

め
、
洋
式
化
と
便
器
の
増
設

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長
　

女
性
も
利
用

す
る
場
合
が
あ

る
の
で
好
ま
し
く
な
い
状
況

に
は
あ
る
と
思
う
が
、
洋
式

化
へ
の
改
修
の
時
期
を
今
後

検
討
す
る
。

問
　
長
島
小
学
校
の
洋

式
化
が
一
番
遅
れ
て

い
る
。
職
員
用
の
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
化
も
長
島
小
に
だ
け

な
い
。
早
期
の
整
備
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長
　

和
式
の
不
便

さ
を
訴
え
る
児

童
は
い
な
い
が
、
校
舎
改
修

の
段
階
で
検
討
し
て
い
く
。

者
へ
の
対
策
に
な
る
よ
う
検

討
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

問
　
外
部
資
本
の
店
だ

け
で
な
く
、
町
商
工

会
と
の
提
携
も
図
り
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
で
き
る
よ
う
検

討
も
必
要
で
は
な
い
か
。

観
光
商
工

課

長
　

一
関
市
の
例

を
見
て
も
、
行

政
の
努
力
が
見
え
る
。
商
工

会
と
も
相
談
し
な
が
ら
善
処

し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
内
に
は
コ
ン
ビ

ニ
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が

あ
る
が
、
そ
こ
へ
行
け
な
い

人
達
の
た
め
に
、
配
達
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
を
町
と
し
て
店

側
と
協
議
を
で
き
な
い
か
。

観
光
商
工

課

長
　

意
向
調
査
を

し
、
買
い
物
弱

真 篭 光 幸 議員

洋式化が望まれる駐車場トイレ

集合する商業施設

議員の
ひとりごと

買い物弱者の問題も、少子高齢化、人口
減少による弊害です。困難な課題の解決
のため、行政と地域が連携して、少しで
も救済できたらいいですよね。

町
営
駐
車
場
・
公
共
施
設
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は

答
必
要
性
は
あ
る
が
、
今
後
の
状
況
を
見
る

買い物弱者対策として配達サービスを
答店側の意向を調査し可能性を探る
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
交
通
弱
者

の
足
の
確
保

は
、
長
島
地
域
で
最

も
期
待
さ
れ
る
実
施

し
て
ほ
し
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
車
イ

ス
有
償
送
迎
や
、
配

食
サ
ー
ビ
ス
が
歓
迎

さ
れ
る
が
、
そ
の
具

体
的
な
施
策
と
目
途

は
。

　
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　

長
島
地

区
に
限
ら
ず
交
通
空

白
地
域
が
存
在
す

る
。
行
政
区
単
位
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

実
施
し
て
い
る
。
早

急
に
形
あ
る
も
の
を

と
考
え
て
い
る
。

問
　
町
道
竜
ケ

坂
線
が
特
に

も
冬
の
県
道
と
の
行

き
来
が
危
険
で
あ

る
。
事
故
が
起
き
て

か
ら
で
は
遅
い
と
の

指
摘
が
あ
る
が
、
そ
の
安
全

評
価
は
ど
う
か
。

建
設
水
道

課

長
　

舗
装
の
劣
化

に
つ
い
て
調
査

し
て
い
る
が
、
安
全
評
価
と

い
う
項
目
は
な
い
。

町

長
　

ゼ
ロ
歳
児
１
名
、

１
歳
児
１
名
の

合
計
２
名
で
あ
る
。
保
育
需

要
に
合
わ
せ
柔
軟
に
検
討
し

解
消
に
向
け
て
努
力
す
る
。

問
　
今
年
度
の
新
生
児

は
ど
れ
だ
け
生
ま
れ

る
の
か
。

問
　
財
政
調
整
基
金
が

令
和
７
年
に
４
億

５
千
万
ま
で
減
る
と
の
推
計

が
あ
る
が
、
現
在
、
企
画
に

な
い
投
資
、
新
規
投
資
を
し

た
な
ら
ば
も
っ
と
少
な
く
な

る
。
そ
の
減
少
は
反
転
す
る

の
か
。

総
務
課
長
　

今
の

時
点
で

確
定
的
な
こ
と
は
言

え
な
い
。

問
　
新
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
高
齢

層
も
れ
の
対
応
は
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　

年
明
け

に
説
明
会
、
意
見
聴

取
を
実
施
す
る
。

問
　
待
機
児
童

の
現
状
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

今
年
度
の

集
計
は
取
れ

て
い
な
い
が
30
人
弱
と
考
え

て
い
る
。

猪 岡 須 夫 議員

役場や駅までのアクセスが不便である

移送ボランティアの車いす送迎研修

議員の
ひとりごと

これは２月号ですがナント、町がオンデマンド
交通を秋から始めるとの報道です。何十年来の
町民の願いが実現します。キチンとした施策実
行へ皆さんで注視しましょう。

次
期
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

答
総
合
的
に
勘
案
し
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る

交通弱者の足の確保は
答公共交通体系の早期実現に取り組む
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一　般　質　問

問
　
こ
れ
ま
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
防
止
対
策
の
評
価
と

教
訓
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。
全
国
的
な
感

染
拡
大
の
中
で
の
今
後
の
感

染
症
防
止
対
策
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

町

長
　

感
染
症
防
止
対

策
は
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
と
考
え
て

い
る
。
時
宜
に
必
要
な
感
染

症
防
止
対
策
の
徹
底
が
大
事

で
あ
り
、
今
後
も
町
民
へ
の

感
染
症
防
止
対
策
の
情
報
提

供
は
も
ち
ろ
ん
、
引
き
続
き

国
及
び
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
併
せ
て
町
の
単
独
事

業
も
実
施
す
る
中
で
、
さ
ら
な

る
感
染
症
防
止
策
を
講
じ
る
。

問
　
濃
厚
接
触
者
が

あ
っ
た
が
、
幸
い
に

も
ま
だ
感
染
者
が
出
て
い
な

い
。
そ
の
事
実
を
正
し
く
捉

え
る
こ
と
が
大
切
。
感
染
症

防
止
の
マ
ス
ク
、
３
密
を
避

け
る
対
策
が
功
を
奏
し
た
と

一
面
で
は
言
え
る
。

　
し
っ
か
り
と
対
策
を
と
っ
て

い
れ
ば
、そ
れ
な
り
に
防
止
で

き
る
こ
と
が
、あ
る
意
味
証
明

さ
れ
た
と
思
う
。科
学
的
な
立

場
と
い
う
の
が
非
常
に
大
事

だ
が
、町
は
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
課
長
　

換
気
、消
毒
、

手
洗
い
を
実
施

し
て
き
た
。
今
回
の
件
に
つ

い
て
は
飲
食
店
も
含
め
て
感

染
症
防
止
対
策
を
と
っ
て
い

た
こ
と
で
、
こ
う
い
っ
た
結

果
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

調
査
技
術
の
蓄
積
、
継
承
、

労
務
管
理
の
ほ
か
、
一
般
職

員
と
同
様
の
業
務
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

職
員
同
士
が
互
い
の
業
務

を
確
認
し
、
専
門
知
識
を
学

び
深
め
、
継
続
的
な
資
質
能

力
の
向
上
と
経
験
の
継
承
を

図
り
た
い
。

問
　
現
在
は
調
査
員
が

３
名
で
、
何
人
か
退

職
も
想
定
さ
れ
る
。若
い
職
員

が
経
験
を
積
ん
で
、知
識
が
受

け
継
が
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

文
化
遺
産

セ
ン
タ
ー
所
長
　

現
行
制
度

で
あ
れ
ば
令

和
３
年
度
で
１
名
、
４
年
度

で
１
名
退
職
予
定
だ
。
こ
れ

か
ら
の
業
務
量
、
開
発
行
為

に
伴
う
受
け
身
的
な
対
応
で

人
数
が
不
足
し
て
い
る
。
こ

問
　
世
界
遺
産
と
な
っ

た
平
泉
に
と
っ
て
、文

化
財
調
査
員
や
作
業
に
携
わ
る

多
く
の
人
々
の
経
験
や
知
識
、

技
能
、
技
術
の
継
承
は
重
要

な
課
題
だ
が
考
え
は
。

教
育
長
　

調
査
員
は
、
考

古
学
や
平
泉
の
遺

跡
群
に
関
す
る
知
識
、
発
掘

の
ま
ま
少
な
く
な
る
こ
と
は

想
定
さ
れ
な
い
が
、
考
慮
し

な
が
ら
適
切
に
対
応
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
農
業
の
振
興

三枚山光裕 議員

志羅山遺跡第118次調査報告会

志羅山遺跡第118次調査

遺跡調査報告会で、「あと何年ですか」
と調査員に聞いたのが始まり。考古学
協会の論文まで見ることに。平泉に
とって文化財調査員と携わる人の役割
を学んだ12月会議だった。

議員の
ひとりごと

感
染
症
防
止
策
が
奏
功
　
科
学
的
対
応
を

答
感
染
症
防
止
策
の
情
報
提
供
な
ど
講
じ
る

文化財調査員の経験・知識継承を
答経験の継承を図りたい
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
高
齢
者

施
設
や
福

祉
施
設
の
職
員
へ

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

で
き
な
い
か
。
さ

ら
に
希
望
者
へ
の

検
査
は
で
き
な
い

か
。町

長
　

町
内

施
設
で

は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

考
え
て
い
な
い
。

事
業
所
と
情
報
共

有
し
な
が
ら
支
援

し
て
い
く
。

　

現
時
点
で
は
希
望
者
へ
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
必
要
性
は
低

い
と
考
え
る
。

問
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

な
っ
た
場
合
は
ど
う

す
る
の
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　

一
関
保
健

所
に
報
告
さ

れ
情
報
共
有
さ
れ
、
平
泉
に

連
絡
が
来
る
。
感
染
者
が
発

生
し
た
場
合
は
県
が
中
心
と

な
り
、
町
と
情
報
共
有
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

問
　
米
価
下
落
で
農
家

へ
町
と
し
て
戸
別
補

償
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
備
蓄
米
の
買
い
上

げ
を
行
う
よ
う
県
や
国
に
働

き
か
け
る
べ
き
で
は
。

町

長
　

農
業
者
を
支
援

し
、
経
営
維
持
を

図
る
た
め
主
食
用
米
作
付
農

家
支
援
事
業
と
し
て
12
月
会

議
に
予
算
計
上
し
た
。

　

備
蓄
米
は
米
の
需
要
安
定

や
農
家
の
経
営
安
定
の
支
援

強
化
に
つ
い
て
機
会
を
捉
え

国
や
県
に
要
望
し
て
い
く
。

要
戸
数
が
確
保
さ
れ
て
い
る

た
め
、
建
設
予
定
は
な
い
。

問
　
町
で
は
若
者
へ
の

支
援
は
あ
る
の
か
。

若
者
を
増
や
し
て
い
く
点
で

も
支
援
住
宅
は
必
要
で
は
な

い
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　

若
者
が
活

用
で
き
る
家

賃
補
助
は
な
い
。

問
　
若
者
の
雇
用
対
策

と
し
て
独
身
者
用
の

町
営
住
宅
を
作
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
未
利
用
地

に
戸
建
て
の
町
営
住
宅
を
作

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町

長
　

町
営
住
宅
条
例

に
よ
り
60
歳
以

上
、
身
体
障
害
者
を
除
き
親

族
の
同
居
が
原
則
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
を
考
慮
し
た
必

問
　
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

を
高
齢
者
施
設
近
く

に
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町

長
　

生
活
支
援
ハ
ウ

ス
は
、
生
活
支
援

を
要
す
る
高
齢
者
が
一
定
期

間
生
活
す
る
住
居
で
、
日
常

生
活
が
で
き
る
方
が
対
象
で

あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
も
整
備
さ
れ
て
い
る

の
で
必
要
な
い
。

阿 部 圭 ニ 議員

未利用地を使い戸建町営住宅建設を
（花立住宅跡地）

農家への減収対策の対応が早かった町

お年寄りが元気なうちに住宅の
活用をすすめていくためにも、
お年寄りの支援の住宅が必要で
はないか。

議員の
ひとりごと

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
を
作
る
べ
き
で
は

答
高
齢
者
住
宅
も
整
備
さ
れ
て
い
て
必
要
な
い

米価下落で農家への戸別補償は
答米作付農家支援事業として予算計上
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